
農林水産省は４月１日、本会を含む 61 事業者に対し、表１のとおり令和８年度加工原料乳生産者補給金等に係る

交付対象数量を配分しました。全事業者の計画数量合計が総交付対象数量 325 万トンを上回ったため、一律に削減

する対応が取られており、本会が計画した加工原料乳の数量 87,510 トンに対しても約 9.5％削減の調整がなされ、

交付対象数量は 79,279.4 トンとなりました。なお、本会より提出した年間販売計画は表２のとおりです。

また、総交付対象数量を超えて流通する加工原料乳については、バター・脱脂粉乳需給不均衡及び生乳流通改善緊

急事業により、バター・脱脂粉乳需給の不均衡を改善するための取組等を行う事業者に対して 25 万トンを限度とし

て補助することとされています。
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令和８年度加工原料乳生産者補給金等に係る交付対象数量について

事業者名 交付対象数量

ホクレン農業協同組合連合会 2,934,195.9

サツラク農業協同組合 3,850.3

カネカ食品株式会社 797.3

富士乳業株式会社 11,256.4

株式会社MMJ

株式会社 SV良品開発

54.4

616.1

東北生乳販売農業協同組合連合会 60,698.4

関東生乳販売農業協同組合連合会 115,221.2

北陸酪農業協同組合連合会 1,397.4

東海酪農業協同組合連合会 15,976.6

近畿生乳販売農業協同組合連合会 708.5

中国生乳販売農業協同組合連合会 19,338.4

四国生乳販売農業協同組合連合会 2,983.3

九州生乳販売農業協同組合連合会 79,279.4
沖縄県酪農農業協同組合 123.3

第１号対象事業者（15事業者） 3,246,496.9

第２号対象事業者（22事業者） 2,268.6

第３号対象事業者（27事業者） 1,234.5

合計（61事業者） 3,250,000.0

表１．令和８年度加工原料乳生産者補給金等の交付対象数量
( 単位：トン）

＊事業者名太字表記は指定事業者
＊合計61事業者は、第2号・第3号対象事業者の重複を除く

用途 計画数量

特定乳製品向け
（加工原料乳）

公共除く 87,510
公共 893
合計 88,403

脱脂粉乳・バター 
等向け

公共除く 60,283
公共 669
合計 60,952

チーズ向け
公共除く 1,179
公共 0
合計 1,179

クリーム等向け
公共除く 26,048
公共 223
合計 26,271

飲用牛乳等向け
公共除く 359,437
公共 2,054
合計 361,491

発酵乳等向け
公共除く 83,429
公共 0
合計 83,429

公共除く計
公共計

530,377
2,946

総計 533,323

表2．令和８年度年間販売計画
( 単位：トン）
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酪農情勢報告
1. 九州の生乳出荷戸数

令和 8 年 3 月の生乳出荷戸数は 919 戸で、令和 7

年 3 月時点の 975 戸と比較すると 56 戸の減少とな

りました。

3. 生乳需給

（１）生乳受託販売数量

1 ～ 3 月の生乳受託販売数量は、1 頭当たり乳量の

2. 九州の乳用種雌牛飼養頭数と出生頭数

1 ～ 3 月の乳用種雌牛飼養頭数は、23 ヵ月令以下、

24 ヵ月令以上、総頭数のいずれも前年を下回った推

移が続きましたが、24 ヵ月以上および総頭数につい

ては徐々に前年比の回復が見られています（表 1）。

12 ～ 2 月の出生頭数は、乳用種雌および乳用種雄

が前年を下回った一方、交雑種は前年を上回り、総頭

数でも前年を上回りました（表２）。

12月 1月 2月 累計（12-2 月）

総頭数

4,257 3,801 3,379 11,437

増減 181 -26 385 540

前年比 104.4% 99.3% 112.9% 105.0%

うち、
乳用種
雌

1,027 989 814 2,830

増減 17 -142 -67 -192

前年比 101.7% 87.4% 92.4% 93.6%

うち、
乳用種
雄

333 298 263 894

増減 -3 -61 1 -63

前年比 99.1% 83.0% 100.4% 93.4%

うち、
交雑種

2,085 1,799 1,623 5,507

増減 157 157 309 623

前年比 108.1% 109.6% 123.5% 112.8%

表２　出生頭数 ( 単位：頭）

注：Jミルクホームページより

1月 2月 3月 累計（1-3月）

九州
45,903 43,012 49,274 138,189

前年比 100.2% 100.9% 100.1% 100.4%

都府県
243,330 225,190 256,696 725,217

前年比 98.7% 98.6% 98.5% 98.6%

北海道
336,778 309,408 347,312 993,498

前年比 99.1% 99.2% 99.9% 99.4%

全国
580,108 534,599 604,008 1,718,715

前年比 98.9% 99.0% 99.3% 99.1%

表3．生乳受託乳量 ( 単位：t、％）

注：中央酪農会議　用途別販売実績（速報）より
注：公共除く。ただし、都府県の内訳として中国のみ公共含む。

表４．用途別販売数量 ( 単位：t、％）

注：中央酪農会議　用途別販売実績（速報）より

用途 1月 2月 3月 累計（1-3月）

九州

飲用

（前年比）

30,124 28,994 29,923 89,041

99.4% 97.9% 98.0% 98.5%

はっ酵乳

（前年比）

6,746 6,327 6,843 19,916

103.3% 103.7% 99.5% 102.1%

脱脂粉乳・バター等

（前年比）

6,833 5,816 10,039 22,688

100.6% 117.7% 107.7% 107.7%

生クリーム

（前年比）

2,107 1,848 2,348 6,303

100.2% 98.8% 97.4% 98.7%

チーズ

（前年比）

92 27 121 241

97.8% 29.1% 127.9% 84.9%

全国

飲用

（前年比）

235,394 216,800 224,051 676,244

99.0% 96.9% 97.5% 97.8%

はっ酵乳

（前年比）

33,422 31,216 34,856 99,494

100.9% 99.7% 97.8% 99.4%

脱脂粉乳・バター等

（前年比）

168,012 153,895 194,170 516,078

97.7% 101.1% 99.8% 99.5%

生クリーム

（前年比）

106,092 98,977 109,610 314,679

99.3% 99.4% 99.4% 99.3%

チーズ

（前年比）

37,188 33,711 41,320 112,219

101.7% 100.8% 108.8% 103.9%

1月 2月 3月

23カ月令 
以下

23,524 23,620 23,804

増減 -198 -398 -349

前年比 99.2% 98.3% 98.6%

24カ月令 
以上

68,163 68,109 68,181

増減 -1,914 -1,794 -1,498

前年比 97.3% 97.4% 97.9%

総頭数
91,687 91,729 91,985

増減 -2,112 -2,192 -1,847

前年比 97.7% 97.7% 98.0%

表１．乳用種雌牛飼養頭数 ( 単位：頭）

注：Jミルクホームページより

増加が飼養頭数の減少をカバーし前年を上回りまし

た。一方、都府県、北海道はともに前年を下回りまし

た（表３）。

（２）生乳販売状況

1 ～ 3 月は、昨年の乳価改定に伴う牛乳・乳製品の

価格改定の影響、また、その他食品等の値上げの影響

が徐々に出始め、飲用向けが前年を下回り、脱脂粉乳・

バター等向けが前年を上回りました。

全国の用途別販売は、九州同様飲用向けが低調だっ

た中、チーズ向けの増加もあり、脱脂粉乳・バター等

向けはほぼ前年並みとなりました（表４）。
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4. 今後の生乳需給について

上記３のとおりの生乳販売状況の中、年度末から年

度初めにかけての余乳処理は過去にないほど厳しいも

のとなりました。余乳処理工場の１つである弘乳舎に

は関東からも生乳が搬入され、ぎりぎりの調整を続け

た結果、九州および全国において処理できない生乳の

発生は回避することができました。

一方で、脱脂粉乳・バター等向けの増加により脱脂

粉乳の在庫は増加しており、Ｊミルクが行う酪農乳業

需給変動対策特別事業において、令和 7 年度は 12 千

ｔ、令和 8 年度は 13 千ｔの在庫対策が行われること

が決定しています。ただし、これを行ってもなお在庫

が高水準で推移することが見込まれることから、Ｊミ

ルクではこの事業の財源となる拠出金単価の変更につ

いて協議が行われています。なお、本会では、令和８

年度期中で拠出金単価が変更になっても乳価対策資金

（40 銭 /㎏）の中で拠出していくことを決定している

ため、令和８年度で生産者の負担が変更になることは

ありません。

非常に不安定な国際情勢の中、その影響が生産者、

また酪農乳業界にどのような影響を及ぼすのかを注視

し見極めていく必要があります。令和８年度も不透明

な生乳需給が予測されますが、的確な需給調整、有利

販売によるプール乳価の維持・向上に努めます。

令和８年度乳価対策資金単価について
九州酪農民の再生産可能な生産者乳価を確保し、経営安定・向上に資するための資金として「生産者乳価対策資金」

の拠出をいただいており、酪農理解醸成・牛乳消費拡大対策事業や需給の緩和等の不測の事態に備える事業、公益性

が高く生産者の総意で必要と判断される事業等を行っています。

この使途の１つとして令和 7 年度から拠出している「酪農乳業需給変動対策特別事業」において、現在、脱脂粉乳

在庫削減対策の基金規模の見直しとそれに伴う令和 8 年度期中での拠出金単価の見直しが検討されています。見直し

が決定した場合、乳価対策資金からの支出額の増加が見込まれますが、現在の酪農情勢下で生産者の負担をこれ以上

増やさないため、あらかじめ「酪農乳業需給変動対策特別事業」の拠出金単価が見直されることを想定してその他の

支出額を抑えた支出計画を立て、令和 8 年度乳価対策資金単価は令和 7 年度と同額（40 銭 /㎏）とすることといた

しました。

以上を踏まえ、令和 8 年度乳価対策資金の拠出にご理解を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

搬出単価について

令和７年度 0.4円/kg 令和８年度 0.4円/kg据え置き

令和 7 年度 会員別生乳受託販売数量

(単位：ｔ、％）

ふくおか県酪協 佐賀県農協 長崎県酪連 熊本県酪連 大分県酪協 宮崎県農協 鹿児島県酪協 合　計

実　績 前年比 実　績 前年比 実　績 前年比 実　績 前年比 実　績 前年比 実　績 前年比 実　績 前年比 実　績 前年比

4-12
合 計 42,221 98.4 8,492 101.3 21,937 98.4 181,750 98.7 48,071 101.1 49,495 97.9 43,958 98.7 395,924 98.9

4,790 96.2 1,015 102.0 2,557 97.7 21,280 102.4 5,679 99.0 5,612 96.5 5,217 100.2 46,149 100.0

4,466 96.2 942 99.5 2,440 100.9 19,878 102.6 5,364 102.7 5,249 96.4 4,911 101.1 43,250 100.8

5,103 96.8 1,050 97.4 2,775 99.6 22,765 101.9 6,183 100.6 5,989 95.1 5,672 100.8 49,537 100.0

56,579 97.9 11,499 100.9 29,708 98.6 245,673 99.6 65,297 101.0 66,346 97.4 59,759 99.2 534,860 99.3

1月

2月

3月

合計

3



令和 7 年度販売状況について

支払乳代 （単位　金額：千円、単価：円/㎏）

項　目
１月 ２月 ３月 季節別精算第4四半期計 年度計

金　額 単価単価 金　額 単価 金　額 単価 金　額 単価 金　額 金　額単価

基 本 乳 代 ①

脂 肪 分 加 算 金

無脂固形分加算金

成分加算金計②

季節別調整率③

季 節 別 調 整 金

調整後乳代④＝①×③

販 売 手 数 料

生 乳 検 査 料

送 乳 経 費

需要者負担額（運賃補填）

C S ・ 冷 却 費

集 乳 経 費

プ ー ル 費 用 ⑤

差引乳価②＋④－⑤

6,008,209 130.192 5,667,877 6,305,488 131.049 127.289 17,981,574 129.424 ー ー 69,918,229 130.722 

61,567 1.334 55,040 55,185 1.273 1.114 171,792 1.236 ー ー 513,647 0.960 

60,709 1.316 52,771 57,314 1.220 1.157 170,794 1.229 ー ー 597,651 1.117 

6,130,485 132.842 5,775,688 6,417,987 133.541 129.560 18,324,161 131.889 ー ー 1,111,298 2.078 

93% 93% 93% ー ーーーーーー ー ー

-420,575 -9.113 -396,751 -441,384 -9.173 -8.910 -1,258,710 -9.060 261,016 0.488 0 0.000 

5,587,634 121.079 5,271,126 5,864,104 121.875 118.379 16,722,864 120.364 ー ー 69,918,229 130.722 

18,391 0.399 17,327 19,254 0.401 0.389 54,972 0.396 ー ー 213,089 0.398 

5,538 0.120 5,190 5,944 0.120 0.120 16,672 0.120 ー ー 64,183 0.120 

172,661 3.741 168,806 184,516 3.903 3.725 525,983 3.786 ー ー 2,042,666 3.819 

-1,776 -0.038 -1,751 -1,816 -0.040 -0.037 -5,343 -0.038 ー ー -23,051 -0.043 

50,120 1.086 47,079 56,572 1.089 1.142 153,770 1.107 ー ー 583,799 1.091 

125,647 2.723 117,167 134,013 2.709 2.705 376,827 2.712 ー ー 1,449,983 2.711 

370,581 8.030 353,817 398,483 8.181 8.044 1,122,881 8.082 ー ー 4,330,669 8.097 

5,339,329 115.698 5,025,120 5,578,120 116.187 112.606 15,942,569 114.748 ー ー 66,698,858 124.703 

用途別生乳販売実績 （単位　数量：t、前年比：％、単価：円/㎏）

用　途
１月 ２月 ３月 第4四半期計 年度計

数　量 前年比 単価 数　量 単価 数　量 単価 数　量 単価 数　量前年比 前年比 前年比 前年比 単価

域 内 飲 用 向 け 22,136 102.3 20,095 99.9 22,096 98.8 64,327 100.3 275,546 100.3

3,212 93.3 3,576 96.4 2,547 105.4 9,334 97.5 39,292 98.4

4,936 91.3 5,479 91.9 5,438 92.0 15,853 91.7 52,250 91.4

30,283 99.3 29,150 97.9 30,082 98.0 89,514 98.4 367,087 98.7

6,746 103.3 6,327 103.7 6,843 99.5 19,916 102.1 84,188 98.8

37,029 100.0 35,477 98.9 36,925 98.3 109,431 99.1 451,276 98.7

6,910 100.1 5,887 116.9 10,130 107.3 22,927 107.2 56,433 103.7

2,118 100.0 1,858 98.7 2,361 97.2 6,338 98.6 26,130 99.7

92 97.8 27 29.1 121 127.9 241 84.9 1,021 90.9

9,120 100.0 7,773 110.8 12,612 105.4 29,505 105.0 83,584 102.3

46,149 100.0 130.192 131.049 127.289 129.424 130.72243,250 100.8 49,537 100.0 138,936 100.3 534,860 99.3

138.183 138.323 137.696 138.064

学 校 給 食 向 け

域 外 飲 用 向 け

飲用牛乳等向け計

はっ酵乳等向け

飲用等向け合計

脱脂粉乳・バター等向け

97.747 97.850 96.819 97.377 97.582

136.861

ク リ ー ム 等向け

チ ー ズ 向 け

特定乳製品向け計

販 売 乳 量 合 計

飲
用
等
向
け

特
定
乳
製
品
向
け
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令和 8 年度乳用牛繁殖改善事業について

令和 7 年度 月別受託生乳検査成績

3.7%

3.8%

3.9%

4.0%

4.1%

4.2%

4.3%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

脂肪分率

R 5年度

R 6年度

R 7年度

R5年度 3.95 3.92 3.88 3.85 3.78 3.84 3.93 4.04 4.13 4.12 4.10 4.10

R6年度 4.00 3.92 3.91 3.87 3.81 3.83 3.93 3.96 4.13 4.21 4.16 4.09

R7年度 4.01 3.95 3.91 3.85 3.85 3.88 3.91 4.03 4.09 4.16 4.16 4.06

8.6%

8.7%

8.8%

8.9%

9.0%

9.1%

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

無脂乳固形分率

R5年度 8.85 8.83 8.82 8.72 8.70 8.70 8.82 8.93 8.95 8.92 8.89 8.91

R6年度 8.83 8.84 8.82 8.74 8.66 8.69 8.82 8.87 8.95 9.00 8.97 8.93

R7年度 8.91 8.88 8.86 8.80 8.77 8.74 8.85 8.97 8.99 8.96 8.94 8.90

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

細菌数

R5年度 2.1 2.6 2.2 2.9 2.9 3.1 2.6 2.0 2.0 2.0 2.2 2.0

R6年度 2.2 2.0 2.5 3.1 2.9 4.4 2.6 2.9 2.5 2.7 2.3 2.5

R7年度 2.1 2.7 3.1 2.9 3.1 3.3 3.2 2.2 2.0 2.0 2.1 5.2

17

19

21

23

25

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

体細胞数

R5年度 19.7 19.9 20.8 21.6 23.9 23.7 22.7 20.3 20.1 19.7 19.1 19.0

R6年度 19.5 19.3 21.0 23.0 24.3 24.8 23.5 22.8 20.2 18.5 17.7 18.4

R7年度 17.8 18.2 18.7 21.3 22.4 23.7 23.4 21.1 19.2 18.4 17.7 18.4

１. 内容

本事業は、PAGs 検査を実施することで繁殖改善に取り組む生産者に助成を行う事業です。

２. 助成の対象となる期間

令和 8 年 4 月 1 日～ 9 月 30 日を上期、令和 8 年 10 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日を下期とし、各期間中の検査

実施分を対象とします。

３. 対象者

会員を通じて本会に生乳の販売を委託し、２で定める各期の期末まで酪農経営を継続した生産者であって、本会検

査所および会員施設に PAGs 検査を依頼した生産者が対象です。

４. 助成単価　1 検体あたりの助成単価は以下の通りです。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

300 300 400 400 400 400 400 400 300 300 300 300

５. 助成上限　

令和 8 年度生乳委託計画の委託生乳量に応じて、対象者毎に助成対象検体数の上限を設定します。

【数式】　年間委託生乳量　÷　３６５　＝　ｎトン

※ｎは小数点以下を四捨五入した整数。委託生乳量 365㌧以下の場合はｎ =1。

※上限本数＝ 60 ×ｎ本。

６. 助成金の支払について

各期終了後に期間中の実績本数を集計し、会員を通じて助成金をお支払いします。

（単位：％）（単位：％）

（単位：万 /ml） （単位：万 /ml）
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令和８年度事業計画について

Ⅰ　基本方針（抜粋）

酪農においては引き続き「みどりの食料システム戦

略」、「アニマルウェルフェアに関する新たな指針」へ

の生産現場での対応が求められます。その一方で 8 年

4 月より合理的費用を考慮した価格形成と食品産業の

持続的な発展のため「食料システム法」の運用が始ま

り、飲用牛乳にも適用されます。また、農水省より「生

乳流通体制の合理化の総合的な推進について」( 畜産

局長通知 ) が改正される予定で、業務推進計画により

さらなる集送乳合理化や業務の集約などを目指すこと

となります。

酪農経営においては、戦争や米国を中心とした通商

交渉の影響による資材高騰や円安で生乳生産コストは

引き続き高い水準でとどまっています。最近では F １

を中心とした子牛等副産物の価格が上がっており、経

営改善の兆しはありますが、7 年度第４四半期の配合

飼料価格は 1 トン当たり 4,000 円以上引き上げにな

ることから経営への悪影響も懸念されます。生乳需給

においては、全国的に生乳生産が比較的堅調に推移し

ていることや全ての物の価格が上昇し、牛乳乳製品も

度重なる乳価値上げにより消費が落ち込み、乳製品へ

の仕向けが増えたことと脱脂粉乳とバターの消費の跛

行性から、脱脂粉乳の在庫が積み増しています。7 年

度は 12,000 ｔの在庫削減に取り組み、脱脂粉乳在庫

が積み増す前に対応することとなりました。8 年度は

生乳生産が全国で減少する見込みの一方、乳製品在庫

については積み増しとなる見込みで、今後対応が検討

されることとなります。

引き続き厳しい経営環境にありますが、生乳生産基

盤の維持、需給調整機能の強化、集送乳の合理化、需

要期生産、酪農理解醸成と消費拡大事業による飲用需

要の拡大、生乳検査体制の充実、生乳の安全・安心へ

の取組み等は継続して取り組まなければなりません。

会員及び関係団体と緊密な連携のもと、酪農家の負託

に応える組織となるように次の事業を展開します。

令和 8 年 3 月 27 日開催の臨時総会において決定された
令和 8 年度事業計画の概要をお知らせします。

（１）生乳需給安定・有利販売に向けた生乳生産方針

の検討・取り組みの実施

① 中央酪農会議が策定する令和８年度生乳需給安定

化対策要領を踏まえ、九州の生乳需給安定化対策

実施要領を策定します。

② 九州全体が需要期生産に向けて取り組めるよう次

年度の季節別乳価について検討を行います。

③ 本会検査所および会員検査施設に PAGs 検査を依

頼した生産者に助成を行う乳用牛繁殖改善事業を

実施します。

（２）適切な生乳受託販売体制の整備

① 畜安法施行規則第19条が規定する「生乳委託の申出

を拒める正当な理由」の1つである「生乳委託の申出

が定めた期限を経過後に申出されたもの」に対応す

る次年度の申出の期限を検討・設定します。

（３）受託乳量に合わせた生乳販売体制の構築

① 需要期を含む年間での域内乳業者への供給が継続

できるよう、各取引先乳業者・全国連と取引数量

について協議します。

② 需給調整の在り方について、全国連・各取引先乳

業者等と協議します。

（４）生乳受託販売業務の合理化の推進

① ５年毎に農水省に提出する業務推進計画を策定し

ます。

② 集乳情報を本会システムへ集約し、会員毎の合計

乳量をあん分する方法で受託乳量確定業務を開始

します。この確定方法は暫定措置としての対応で

あるため、全委託者の合計乳量であん分する確定

方法への合意形成に向け、集乳量の計測方法の違

いや生乳の流通段階における乳量差異の検証など

課題に対する協議を継続します。

Ⅱ　事業別具体策

  １．販売部門
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③ 販売情報の集約実施に向け、関係各所（輸送会社・

CS・乳業者・検査所等）に対し乳量・乳成分デー

タの集約状況調査を行います。また、関係各所と

集約方法等に係る協議を行います。

④ 個人別乳代計算の方法と乳質格差金精算方法の統

一に向けた具体的協議を行います。

（５）集送乳合理化の推進

① 県境を越える集乳の実現に向け、対象路線の絞り

込み・関係各所による協議を実施します。

② CS の稼働状況等を踏まえた CS の統廃合の検討を

行います。

③ 改正物効法に対応する中期計画を策定します。

（６）非常時における集送乳事業継続体制の構築

① 停電時対応計画およびその他非常時における対応

計画の作成・見直しを行います。

（７）九州産生乳の安定的な需要確保に向けた酪農理

解醸成・消費拡大対策事業の実施

① 九州の酪農、牛乳・乳製品に対する継続的な支持

獲得、幅広い需要拡大に向けた九州全体での取り

組みを検討・実施します。

② 酪農理解醸成・牛乳消費拡大に向けたイベントを

実施します。

③ 「九州生まれの牛乳」による牛乳消費拡大の展開を

検討・実施します。

（８）乳代精算

① 生乳受託販売に係る経費の控除、乳代の算定・乳

代精算の業務については、「生乳の受託販売・乳代

精算及び生乳受託販売事業実施に伴う集送乳経費

等の控除に係る要領」に基づき実施します。

② 本会の販売経費は表 1-1 のとおりとします。

（９）季節別乳価調整単価

季節別乳価実施要領に基づき、表 1-2 のとおり季節

別乳価調整単価を設定し、需要期生産を推進します。

（10）加工原料乳生産者補給金等

令和 8 年度の加工原料乳生産者補給金は、加工原料

乳（脱脂粉乳・バター等向け、クリーム等向け、チー

ズ向け）認定数量 1 ｋｇ当たり 9 円 11 銭、集送乳調

整金は 2 円 83 銭であり、交付時期は生乳受託販売委

員会で協議後、理事会で決定します。

（11）補助事業

① 加工原料乳生産者経営安定対策事業

② 生乳流通体制合理化推進事業

③ 生乳需要基盤確保事業

④ 国産チーズ生産奨励事業

⑤ バター・脱脂粉乳需給不均衡及び生乳流通改善緊

急事業

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価 
( 円 /㎏ ) -7.5 -7.5 0 13.0 13.0 18.5 6.5 0 -8.5 -8.5 -8.5 -8.5

表１- ２　季節別乳価調整単価

表１- １　本会の販売経費

区　分 項　目 経費の額 令和 8 年度計画

生乳受託
販売に伴
い必要と
なる経費

販売手数料
生乳受託販売代金

( 成分加算金含む ) の 0.3％
0.404 円／㎏

集送乳
経費

送乳経費

総額 実費 総額 4.113 円／㎏

需要者負担 需要者負担額 需要者負担 0.040 円／㎏

生産者負担 実費－需要者負担額 生産者負担 4.073 円／㎏

集乳経費 実費 3.042 円／㎏

CS 冷却費 実費 1.175 円／㎏

検査経費 生乳受託販売乳量 1㎏あたり 0.12 円 0.120 円／㎏
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  ２．検査部門

（１）各種検査の実施

① 乳質向上対策実施要領に従い個人配分検査を実施

します。

② 乳用牛群検定普及定着化事業に伴う個体検査を実

施します。また、FAO( 脂肪酸組成 ) の測定を継続

して実施します。

③ 生乳取引に係るローリー乳の検査を実施します。

④ 高品質生乳生産のため会員から依頼された指導検

査、依頼検査を実施します。

⑤ 生乳生産基盤強化のため PAGs 検査を実施します。

（２）検査実施本数（表 2）

（３）配分・取引に係る生乳検査料

① 検査料は受託乳量に対し 0.12 円 /kg とします。

② 今後も安定した検査業務を継続するため、検査料

金の適正化や検査業務の集約化について検討しま

す。

（４）生乳検査精度維持

① 検査の精度管理については生乳検査認証マニュア

ルに基づき実施します。

② 検査機器の定期点検の充実や検査員の技術向上に

努めます。

③ 九州域内ＣＳ・乳業者の生乳検査施設とのクロス

チェックを実施します。

（５）生乳の安全・安心確保

① 飼養衛生管理基準となる生乳生産管理マニュアル

に従い、良質な生乳生産と安全・安心の確保のため、

会員の協力のもと飼養衛生管理の指導に努めます。

② 生乳出荷伝票の活用や生乳廃棄事故の事例共有、

廃棄乳防止ステッカー等により乳質事故の未然・

再発防止を図ります。また、生乳生産管理チェッ

クシートの重点記帳項目の記帳徹底や重点指導項

目の適正管理などにより生乳の安全・安心の確保

に努めます。

③ 動物用医薬品に含まれる抗菌性物質等が基準値を

超えて生乳に残留することがないよう、適正使用

の意義や適正使用しないことに起因するリスク等

についての情報発信や会員指導者の意識統一を図

ることにより、生産者の意識強化を図ります。

（６）ローリー乗務員研修

ローリー乗務員の研修会を開催し、集乳技術と知識

の向上を図り、適切な衛生管理と正しい集乳作業手順

の普及啓発に努めます。

（７）会員・乳業者の技術研修

会員と乳業者の担当者を対象に生乳検査技術研修会

を開催し、基礎知識の習得と技術の平準化及びトラブ

ル発生時の対応について研修を行います。また、会員

ＣＳ施設内での適切な生乳の取り扱いや検査手法等に

ついて、衛生管理計画を遵守しながら技術向上を図り

ます。

（８）生乳品質共励会の開催

生産者の乳質改善意欲向上のため令和 8 年度生乳品

質共励会を開催し、成績が優秀であった生産者を表彰

します。

（９）シャーレの供給

抗菌性物質検査用のシャーレの供給を継続します。

検査種目 R7 年度実績 
( 見込み ) R8 年度計画 前年比

配分細菌検査 22,360 本 21,240 本 95.0%

配分成分検査 22,631 本 21,500 本 95.0%

牛群検定検査 808,817 本 780,510 本 96.5%

取引検査 41,303 本 40,480 本 98.0%

指導検査 4,423 本 3,760 本 85.0%

依頼検査 14,765 本 12,550 本 85.0%

PAGs 検査 5,271 本 5,430 本 103.0%

総検査本数 919,570 本 885,470 本 96.3%

表２　検査実施本数
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  ３．総務部門

（１）財務の充実

資金調達、予算管理の効率化や内容充実を図ります。

また、資金運用については預金利息の上昇を踏まえ効

率的な運用に努めます。

（２）諸法令改正への対応

業務運営に係る諸法令の改正に対応するため、必要

に応じて本会諸規程の改正を行います。

（３）コンプライアンス態勢の推進

法令・定款・規程等の遵守を基本にしたコンプライ

アンスの推進に取り組みます。また、役職員のコンプ

ライアンスへの意識向上に向けた研修会などの取り組

みを実施します。

（４）人材育成のための評定と教育研修

人材育成のための能力及び業績の評定については人

事考課実施要領に基づき行います。また、職員として

の知識及び能力の向上を図るために、内部での職員研

修の実施と関係機関・団体や外部で開催される研修会

等にも積極的に参加します。

（５）事業継続計画の検証

災害発生時・感染症発生時の業務継続のために作成

した事業継続計画を検証します。

（６）酪農理解醸成活動の推進

会員及び教育機関と連携して「酪農を通して食やし

ごと、いのちの学びを支援する」ことを目的とした酪

農教育ファーム活動を実施します。また、認証規程の

改正施行に伴い、体験を受け入れる牧場の安全性確認

のための現地審査が強化されるので、会員とともに巡

回を増やして活動の意欲喚起に努めます。

（７）情報の提供

定期的に発行している本会会報やホームページによ

り充実した情報の提供に努めます。

科　　　　目 金　　　　額

販売事業収益 4,696,503

販売事業費用 4,522,230

　販売事業利益 174,273

検査事業収益 107,016

検査事業費用 27,828

　検査事業利益 79,188

事業総利益 253,461

一般管理費計 213,306

事業利益 40,155

科　　　　目 金　　　　額

事業外収益 1,012,174

事業外費用 1,002,880

　事業外損益 9,294

経常利益 49,449

特別利益 0

特別損失 0

税引前当期利益 49,449

事業損益計画別表

生乳販売高 71,979,860

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：トン）

令和８年度損益計算書
令和８年４月１日から令和９年３月 31 日まで

令和 8 年度用途別販売計画

期別

用　途　別　内　訳

飲用牛乳等向け はっ酵乳等向け 脱脂粉乳・バター等向け クリーム等向け チーズ向け 合計

第 1 四半期 98,310 21,500 16,335 6,770 285 143,200 

第 2 四半期 89,805 21,900 6,100 6,110 285 124,200 

第 3 四半期 91,085 20,800 10,710 6,920 285 129,800 

第 4 四半期 90,500 20,000 19,795 6,520 285 137,100 

合計 369,700 84,200 52,940 26,320 1,140 534,300 
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生乳需給安定化対策について生乳需給安定化対策について生乳需給安定化対策について生乳需給安定化対策について生乳需給安定化対策について生乳需給安定化対策について生乳需給安定化対策について生乳需給安定化対策について
１．令和７年度生乳出荷数量実績について

２．令和８年度生乳需給安定化対策について

令和７年度生乳需給安定化対策において、設定した生乳出荷目標数量に対する会員別の出荷数量実績は表１のとお

りです。

（１）基本的な考え方

令和８年度の全国の生乳生産量は、乳用雌牛の２歳以上頭数の減少に伴い年間を通じて前年を下回る見通しとなっ

ていますが、令和７年度に見られたような個体乳量の増加等による上振れの可能性も考慮する必要があります。

一方、飲用需要は、価格改定から一巡することもあり、ほぼ前年並みで推移する見通しとなっていますが、地域的・

季節的な需給のアンバランスが生じており、予測以上の需要減退や地域的な需給ひっ迫も想定されます。乳製品につ

いては、生乳生産量が減少することから、乳製品向け処理量は減少するものの、脱脂粉乳の需要は引き続き低調で、

在庫対策を講じない場合には年度末在庫量が増加する見込みです。

このように生乳需給が不透明な見通しであることを踏まえ、中期的な対策は設定せず、令和８年度は単年度での需

給安定化対策として取り組むことといたします。

（２）生乳出荷目標数量

本会は、畜産経営の安定に関する法律に基づき作成する

令和８年度年間販売計画の数量（公共の数量等を含む）を、

また各会員は、生産者からの積み上げにより作成し本会へ

提出した令和８年度生乳委託計画の数量を、令和８年度の

生乳出荷目標数量とします。

なお、期中において、進捗状況を踏まえた見込み数量の

把握を行うために、８月、１月の計２回見直しを実施いた

しますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

また本会は、生乳出荷目標数量および生乳出荷見込み数

量の精度向上のための取り組みを、各会員と協力して実施

することとします。

（３）需給変動への対応

①全国協調の需給対応への枠組みである「酪農乳業需給変動対策特別事業」に拠出します。

②生乳需給の繁閑差が拡大する中、「需要期生産の推進」に努めます。

表 1　令和７年度生乳出荷数量実績

令和 6 年度 令和 7 年度

実績
A

目標数量
B

実績
C

前年比
D=C/A

達成率
E ＝ C/B

ふ く お か 県 酪 協 57,780,004 56,485,977 56,579,031 97.9% 100.2%

佐 賀 県 農 協 11,400,930 11,447,596 11,498,906 100.9% 100.4%

長 崎 県 酪 連 30,115,591 29,894,928 29,708,094 98.6% 99.4%

熊 本 県 酪 連 246,609,713 249,357,293 245,672,611 99.6% 98.5%

大 分 県 酪 協 64,642,118 67,101,153 65,296,923 101.0% 97.3%

宮 崎 県 農 協 68,105,535 69,771,341 66,345,552 97.4% 95.1%

鹿 児 島 県 酪 協 60,210,612 61,808,962 59,758,880 99.2% 96.7%

九 州 合 計 538,864,503 545,867,250 534,859,997 99.3% 98.0%

（単位：kg）

（単位：kg）表２　令和８年度生乳出荷目標数量

目標数量 前年比

ふ く お か 県 酪 協 55,060,213 97.3%
佐 賀 県 農 協 10,726,004 93.3%
長 崎 県 酪 連 29,876,237 100.6%
熊 本 県 酪 連 251,480,865 102.4%
大 分 県 酪 協 65,423,366 100.2%
宮 崎 県 農 協 62,007,448 93.5%
鹿 児 島 県 酪 協 57,534,805 96.3%
九 州 合 計 532,108,938 99.5%
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適切な酪農作業と
記帳・記録の保管を！

品 質 管 理 シ ス テ ム

適切な酪農作業 記帳・記録の保管

酪農家1

農薬等の適正使用

治療牛の隔離とマーキング

動物用医薬品の

休薬期間の遵守

確認検査を受けて出荷

ミルカー、バルクの洗浄

消毒実施確認記録

バルク乳温記録

動物用医薬品等の

   投与・出荷再開記録

農薬使用記録

巡回指導を通じて、 の取組を検証・改善指導

定期的検査（使用頻度の高い農薬等の残留確認検査)を実施し、

ミスを防ぎ
万一の際には

安全性を証明

すべての農薬等に残留基準（一律基準を含む）を設定し、

基準を超えて残留する食品の販売等を禁止する制度
※農薬等＝農薬・動物用医薬品・飼料添加物

ポジティブリスト制度とは？

酪農乳業界が一体となって生乳の安全性と消費者の信頼を確保しています。

生乳の安全性を確保する「責務」があります

酪農家は食品安全基本法に規定される

「食品関連事業者」です

薬剤の用法・用量を
守っていますか？

使用禁止期間や休薬期間
を守っていますか？

薬剤の使用に関する記録を
その都度、記帳していますか？

記録を確認できるよう、
整理して保管していますか？

3 と の取組が機能していることを確認
酪農乳業界

２ 地域支援組織

ポジティブリスト制度に対応した

12



九州生乳販売農業協同組合連合会

鳥害防止の忌避剤
ハエ・ネズミの駆除剤

目的に合わせて使用

取扱説明書を確認、用法・用量を守る

正しく保管

洗浄効果が薄くなり
汚れが堆積するかも！

アルカリ性洗剤 有機物（脂肪・タンパク質・乳糖類など乳の主要な成分）を除去

ミネラル（カルシウム・マグネシウムなど乳の微量成分）を除去

生乳接触面を殺菌

主に乳頭清拭用タオルに付着した汚れの除去・殺菌に使用

酸性洗剤

殺菌剤

塩素系洗剤

設備の定期的な点検

指定の保管方法で保管していますか？

取り違えがないように、整理して保管していますか？

洗濯機が古くなって、洗い残し（臭い・汚れ）が出ていませんか？

水の温度が低い・高い

洗剤等の濃度が薄い・濃い

洗浄頻度が少ない

使用手順を守らない

ミルカー・バルクの定期的な部品（ライナー・ミルクチューブ等）の交換はしていますか？

製品の購入伝票を保管していますか？

ミルカー・バルク用
洗剤・殺菌剤

牛体・牛舎用消毒剤

乳頭清拭用タオル用洗剤
ディッピング剤

洗剤等とは

薬剤が溶け残るかも！
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国産チーズ生産奨励事業について

畜産業振興事業の１つである「国産牛乳乳製品の需要拡大・競争力強化対策事業」のうちの「国産チーズ生
産奨励事業」について、令和８年度も本会が事業実施主体となって実施していくこととなりましたので、事業
内容についてお知らせします。

１．概要
「総合的な TPP 等関連政策大綱」に即し、国

産チーズの競争力強化及び品質向上等を図るた

め、酪農家によるチーズ原料乳の高品質化を確保

するための飼養管理の高度化や乳質管理に取組

む費用の一部を支援します。

２．事業の実施期間
令和８年４月１日から令和９年３月 31 日

３．事業の要件等

（１）事業対象者

事業対象者は、本会を通じて生乳の出荷・販売

を行う生産者であって、次に掲げる基本となる取

組のうち７項目以上に取り組んでいる生産者に

なります。

①乳房炎予防のための畜舎の環境改善

②飼養管理の高度化

③飼料分析の実施

④記帳・記録の実施

⑤搾乳機器の点検・整備

⑥チーズ向け生乳の品質向上

⑦抗生物質の迅速検査

⑧その他生乳の品質向上対策

（２）乳質基準

この事業の対象となる生乳は、次の乳質基準をすべ

て満たした生乳になります。

（３）奨励金の単価

この事業の奨励金の単価は次のとおりです。

①基本となる取組を実施する場合：６円 /㎏

②次の上乗せとなる取組を実施する場合：

　①＋５円 /kg

　ア．ホルスタイン種以外の乳用種飼養

　イ．有機畜産の認定

　ウ．�放牧畜産基準の認証又は放牧を要件とし

て生産される生乳の販売

　エ．�非遺伝子組み換え飼料の給与を要件とし

て生産される生乳の販売

③�チーズ向け生乳を増加させた場合※：事業対

象者毎の増加分に対し＋ 20 円 /㎏

※�本会の令和８年度チーズ向け取引数量が令和５年

度～令和７年度の平均取引数量を上回った場合

（４）生乳検査体制

本会検査所が毎月２回行う配分検査結果を用い

ます。

（５）交付対象数量

奨励金の交付対象となる生乳は、当該月に事業

対象者が生産した生乳のうち、（４）による検査

結果の単純平均値が（２）のすべての項目の乳

質基準を満たしている場合、当該月の受託販売

数量をこの事業の対象とし、これを 12 ヵ月分集

積した数量に、本会の令和８年度総取引数量（公

共除く）のうちチーズ向け生乳の取引数量の比率

を乗じた数量になります。

※�各取組の詳細や今後のスケジュールについては所属の

農協にお問い合わせ下さい。

項目 無脂乳固形
分率 乳脂肪率 細菌数 体細胞数

基準 8.3％以上 3.5％以上 10 万 /ml
以下

30 万 /ml
以下

人事異動

氏　名 部　署 区　分 発 令 日

高原　健太 検査部 採用 令和 8 年 2 月 16 日

桐村　大輔 検査部 採用 令和 8 年 3 月 9 日

前原　法之 販売部 採用 令和 8 年 4 月 1 日

松尾　　彬 検査部 退職 令和 8 年 3 月 31 日

浦中　貴樹 検査部 退職 令和 8 年 4 月 30 日
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令和７年度九州ミルク料理コンクール実技審査結果について
令和８年2月2１日（土）に令和７年度九州ミルク料理コンクール実技審査会を開催しました。全130件から書類

審査で選考された2部門10名と会員推薦枠7名、計17名での審査会となり、厳正なる審査の結果、入賞者は以下の

とおりとなりました。

■実技審査結果　　※敬称略
　ごはん・おかず部門

○ホームページ　https://kyuhanren.com/
○ Facebook　 https://www.facebook.com/kyuhanren/
○ Instagram　 https://www.instagram.com/kyusyulovemilkclub/
○Ｘ　 https://twitter.com/love_milk_club

九販連公式ホームページ・
SNSアカウントは

こちら！

SNS・WEBを利用した牛乳消費拡大事業の実施報告について
1～3月に実施した取り組みをご紹介します。

１．ミルクで応援プレゼントキャンペーン2026
不需要期の牛乳の販売促進につなげる施策として、 1月10日(土)～2月7日（土）にイオン九州及び系列店274店

舗で対象の成分無調整牛乳を購入し、応募していただいた方の中から抽選で調理器具等が当たるプレゼントキャン

ペーンを実施しました。応募は2,234件あり、応募の際には応募者から「牛乳が毎日頂けるありがたさを感じまし

た！」や「九州の酪農家さんのことを知り、ぜひ応援したくなりました！」等のコメントをいただきました。

２．牛乳川柳コンテスト2026
1月10日（土）～2月7日（土）にかけ、Ｘにて牛乳・酪農をテーマに川柳コンテストを実施し、応募総数1,561

件の中から最優秀賞1名、優秀賞4名、入賞10名を選出しました。最優秀賞に選ばれたのは下記作品です。

6月1日は牛乳の日・6月は牛乳月間です！
本会では、６月の「牛乳月間」と「父の日」にあわせたキャンペーンを実施予定です！キャンペーン情報等はホ

ームページ、Facebook、Instagram、Ｘで随時ご紹介していきますので、是非チェックしてみて下さい。どうぞ

お楽しみに♪

　その他の受賞作品は本会のホームページで発表していますので、ぜひご覧ください。

　デザート部門

氏名 料理名 県区分結果

優勝

2位

3位 宮崎県

鹿児島県

鹿児島県野元　愛未 もっちりミルクピーナッツ豆腐

愛甲　　翔 かんぱちのヴィエノワーズ　～プールダンジョワと
桜島小みかんのミルクソース～

佐藤　彩華 ふわふわミルクの和風カレースープ

氏名 料理名 県区分結果

優勝

2位

3位

熊本県

宮崎県

鹿児島県

中島　仁穂 いちご大福風パフェ

新留　希来 ミルクムースタルトブリュレ！！

松山　莉緒 トロピカル　ブロッサムパフェ

デザート部門　優勝作品

ごはん・おかず部門　優勝作品

牛乳で　成長戦略　練るわが家　（やこらん様）

15



令和8年3月24日（火）に2025年度牛乳でスマイルプロジェクト優良事例報告会が開催されました。

全国1,121に及ぶ登録メンバーの取り組みの中から、優良事例26件が選出され、さらにその中から特に優れた優良事例

賞7件が表彰され、本会も受賞しました。

牛乳を飲むタイミングは朝食時が一番多いとされていますが、九州は朝食の欠食率が高く、朝食を食べる方を増やすこ

とができれば、牛乳を飲む人を増やす事に繋がると考えました。リョーユーパン、カルビー、AGFとタイアップし、牛乳と相

性の良い朝食セットのサンプリングやInstagramで牛乳に合う朝食等を投稿してもらい抽選でLL牛乳などが当たるキャ

ンペーンを実施しました。朝食の欠食率が高い点に着目したことや異業種と連携して活動したことが評価されました。

令和8年度も引き続き、物価高な中でも牛乳を1本でも多く手に取っていただける様に、牛乳の魅力や価値を伝える活動

に取り組んでまいりますのでよろしくお願いいたします。

〇表彰後の記念写真

〇「ゴクッとモーニング！ミルクプロジェクト」でのサンプリング時の様子

九州生乳販売農業協同組合連合会
九州生乳販連会報　No.94 　令和８年5月26日発行　　 編集兼発行人　有村 祐志　　　　　印刷：㈱博多印刷

優良事例賞を受賞しました！
～ゴクッとモーニング！ミルクプロジェクト～
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